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小牧福祉会いわざき授産所と本庄授産所を利用される方は、「ご家族の方に送迎をし

てもらう」、「こまき巡回バスを利用する」、「自分で通う」などで、毎日通われています。 

いま、主に送迎を担っておられるご家族の高齢化が問題となってきて、昨年度に試行

して、今年度、一部の方から送迎を始めました。 

今後はみなさんがもっと利用しやすくできるように小牧市の補助をいただき、車いす

対応の送迎車輌を購入する準備を進めています。（Ｉ） 

 

送 迎 サ ー ビ ス ～はじめの一歩～ 
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小牧福祉会役員等の選任について 

 役員の任期満了に伴い、次の皆様が就任いたしました。 

【理事長】梶田馨 

【理 事】石原多加子、澤田美智子、丹羽正雄、伊藤茂、伊藤正登 

【監 事】安形秀次、尾関龍彦 

【評議員】落合眞治、鈴木エイ子、西尾厚、丹羽勝、長谷川秀喜、穗積啓允、堀部善之  

【苦情等解決第三者委員】尾関龍彦、倉知新 
 

                              小牧福祉会のためにご尽力をお願いします。 
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グループホームの体験利用、実施中です。 

自動販売機を設置しました！！ 

要チェック！オリジナル刺しゅう入りトートバッグ 

「生地も刺しゅうもいろんな 

 

「授産所西側のフェンス沿 

新型コロナウイルス感染拡大の影響は大きく、ま

だバザーの出店は難しい状況が続いています。厳し

い状況下ですが、この機会を無駄にしないのが「い

わざき魂！！！」ということで、現在は新しい商品

の企画に取り組んでいます。 

利用者の描いたイラストを、ミシンで刺しゅうし

てトートバッグ(横幅約 20ｃｍ)に仕上げています。

世界にひとつだけのトートバッグ、ぜひともチェッ

クして下さい！！（O） 

 

 

昨年ご寄附をいただいた障害者小規模施設を支援

する会様とのつながりから、茶製品および清涼飲料

水メーカーの伊藤園様とのご縁ができ、いわざき授

産所敷地内に自動販売機を設置しました。 

この自販機は自然災害等が発生した時、飲料を無

償提供できる機能が付いて、近隣のみなさまの喉を

潤すとともに、災害時にも対応できる存在として、

地域交流・地域貢献に役立っていくと思います。        

また、売り上げの一部は利用者の収入になっていま

す。（Ｈ） 

 

新町ホームきぼうでは、入居している仲間以外にも、「体験」で利用する仲間もやっ

てきます。 

入居していなくても、グループホームで実際にお泊りをすることで、仲間との地域

生活のイメージができ、自宅の快適さとはまた違った楽しさ・大変さも体感できるの

が体験のメリットです。 

 

色を組み合わせています」 

いに設置されている自販機」 



3 

 指定避難所である本庄小学校までの避難ル

ートの確認を行いました。あわせて歩きながら

危険場所の確認も行いました。 

東日本大震災から１０年が経ち、その間防災

や減災という言葉を多く耳にしてきました。そ

して今、新型コロナウイルス感染症による新た

な社会情勢の不安があります。災害への備えと

感染対策をしっかりとり、マスクなしで笑って

過ごせる日が戻ることを願い、みんなで乗り越

えていきたいですね。（Ｓ） 

１年に１回、気候も良く、作業関連の企業

もゴールデンウィークでお休みされている

この時期にワックスがけを行っています。 

行う場所を決め数日に分けて、棚を運んだ

り、雑巾がけをします。大変ですがお互いに

声をかけ合い、みんなで協力して終えると床

はピカピカになります。作業室を自分たちの

手できれいにする意識を持つ良い機会とな

っています。（Ｔ） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防 災 訓 練 ～災害に備えて～ 

「訓練の様子」 

かわいいめだか いかがですか？ 

 
 今年も本庄授産所では、10 月末頃まで『めだかの販

売』をします。エサ、産卵床もあります。興味のある方

はぜひお越しください。（Ｋ） 

  

 

 

ワックスがけ 床がピカピカになりました 

「床をきれいにします」 

お風呂は順番に入る、洗濯物は自分で干す、服を着替える、食事の配膳をする…。

自分でできる事は自分でやってみよう！を基本とします。もちろんできなくても心

配無用！支援員や世話人が一緒に取り組み、手伝ってくれます。 

小牧福祉会をご利用いいただいている方の中で、グループホームに興味のある方

は、いつでもご相談お待ちしています。（T） 

 

 



第１０号                    年３回発行（７月,１１月,３月） 
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未来は明るい！！ 
 

寄附のお願い 

社会福祉法人への寄附金は、

税制上の寄附金控除の対象にな

ります。個人による寄附は、確

定申告により所得控除に、法人

による寄附は、一般寄附金の損

金算入限度額に加えて別枠で損

金算入することができます。 

こうした制度をご活用いただ

き、ご支援を賜りますようお願

い申しあげます。ご協力いただ

ける方はお近くの事業所までお

申し付け下さい。よろしくお願

いします。 

【ボランティア・支援者】 

 ・野村先生[リトミック] 

 ・長谷川先生[音楽療法] 

 ・後藤田先生、桑山先生[３B 体操] 

 ・香月先生[健康体操] ・堀部先生 

 ・作業でのボランティアのみなさま 

 

【バザー売上】いわざき  ７，１００円 

       本  庄 １４，７００円 

 

【バザー協力団体等】  

 ・小牧市第１老人福祉センター「野口の郷」様 

 

【資源回収収入】 いわざき  ５２，６２０円 

本  庄  ３５，６４８円 

 ・新聞紙、アルミ缶、雑がみ、段ボール 

 

 

ご支援・ご協力ありがとうございました。 

今後ともよろしくお願いします。 

 

ご寄付・ご協力のお礼 ２月～５月 
【寄付金】 

本  部   １００，０００円 

いわざき   ２４２，６５３円 

本  庄    ５４，３３６円 

【寄付物品】   

 食料品、飲料水、日用品、災害備蓄品  

マスク、パソコン、布 

  

【協力団体等】 

・イオン小牧店様 

・マックスバリュ小牧堀の内店様 

・マックスバリュ小牧駅西店様 

・小牧市善意銀行様 

 ・(有)ひまわり商事様  

今後の予定  ７月～１０月 
 

  行事の予定はありません 

 

・教員免許特例法による介護体験 

・社会福祉士実習 ・保育士実習 

・介護福祉士実習 

等実習受け入れ 

 

＊行事、バザーにつきましては、 

状況により開催される事があります。 

           ご了承下さい。 


